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磐田市が目指すまちづくりの大きな柱の一つである、「市民が誇れる自然と歴史・文化の

まち」という将来像の実現が達成され、これまで以上に旧見付学校の五階校舎が市民に愛さ

れ、郷土に誇りが持てることを目的とします。

本計画は文化財保護法の規定に基づ

いて作成しました。『磐田市総合計画』

や『磐田市文化財保存活用地域計画』

などの市の上位計画を反映させ、整合

を図ります。

また、『磐田市景観形成ガイドプラ

ン』など、市の関連計画との連携を図

ります。

明治５年の学制発布を受け、明治

８年に新築開校した小学校の校舎で

す。 

明治 16 年に三階が増築され、以降

「見付の五階」として地域に愛されて

きました。 

昭和 28 年からは市立郷土館として

も親しまれ、昭和 44 年に旧学校用地

（南エリア）及び運動場（北エリア）・

神社境内地（中央エリア）をあわせた

地域が国史跡に指定されています。 

 現在は、磐田市旧見付学校として、

教育資料館に生まれ変わり、多くの観

光客が訪れています。 

敷地内には、淡海国玉神社神官で

あった大久保忠尚が設立した磐田文庫

も指定されています。 

計画の位置づけ 

周辺地図 
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3 階建ての建物の上に 2階建ての塔屋が

のっています。 

東海道に面した突端に建てられ、町並みに張り出すように石垣が造られています。玄関は

エンタシス風の飾り柱で、建物の四隅は黒漆喰を要石風に配し、分銅付きの上げ下げ窓とし

ています。 

内部は東西で玄関も階段も分けられ、1階と 2階は東西の出入りができない構造になって

います。斜め張りの床や和紙を張った天井に特徴が見られます。 

 土蔵造りの２階建ての蔵です。 

 慶応２年の『磐田文庫書目録』によると、5,000 冊以上の蔵書があったと推定されます。

当時の日本では神官が学問のリーダーシップを取っており、近代的な図書館ができる前、こ

うした貸し出しによる図書の公開を行ったものとして価値が高い建物です。

開校時の見付学校（カラー復元） 

磐田文庫の現況 
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 指定地内を史跡の本質的価値を

構成する諸要素とそれ以外の諸要

素に分け、本質的価値を構成する諸

要素以外の諸要素については、さら

に指定時に存在していた諸要素と、

指定後に付加された諸要素に区分

し、今後の保護についての判断材料

とします。 

 このうち、本質的価値を構成する

諸要素については積極的に保護の

措置を図ります。 

 また市が所蔵している教育資料

や磐田文庫の蔵書などについても

史跡に関連する要素として位置づ

けています。 

 さらに、指定地の周辺地について

も計画の対象範囲としています。 

○我が国の近代初等教育の出発点として、国民共有の 

財産であり、これを確実に未来に引き継ぐ。 

○磐田市における地域教育の原点であり、学びの場として活用する。 

○地域の住民のまちのシンボルを一層親しみやすいものとする。 

○ふるさとを愛し、郷土を誇りに思うこころを醸成する。 

史跡の価値構成表 

指定の別 エリア 事例
旧見付学校校舎
前庭

指定時に存在
していた諸要素

石灯籠

指定後に付加された
諸要素

管理棟
ポンプ小屋・放水銃
側溝 樹木 防火水槽な
ど

指定後に付加された
諸要素（整備）

トイレ 案内板
門及び木柵
磐田文庫

指定時に存在
していた諸要素

なし

指定後に付加された
諸要素（整備）

案内板
擁壁
第一副築跡
遊歩場

指定時に存在
していた諸要素

社殿・中門
鳥居・石灯籠・兎像
井戸小屋・手水舎
社務所・神社倉庫
社叢 側溝 など

指定後に付加された
諸要素

倉庫・遊具
植栽樹
幼稚園舎
（第二副築）跡・
園庭跡

指定時に存在
していた諸要素

なし

指定後に付加された
諸要素

テニスコート跡
フェンス・観覧席
舗装路・排水溝
擁壁

関連する
要素

学校・教育関連資料
磐田文庫関連資料

周辺地域

駐車場
見付本通り広場
見付宿いこいの広場
塔之壇公園
大久保家

史
跡
指
定
地

本質的価値を
構成する諸要素
以外の諸要素

南エリア

要素の種別

本質的価値を
構成する諸要素
以外の諸要素

本質的価値を構成する諸要素

本質的価値を
構成する諸要素
以外の諸要素

南エリア

中央
エリア

北エリア

本質的価値を構成する諸要素

本質的価値を構成する諸要素

本質的価値を
構成する諸要素
以外の諸要素

本質的価値を構成する諸要素
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目視・巡回による日常管理 

標識や境界標などの設置 

防災訓練や樹木伐採などの防災対策 

現状変更の基準や手続きの明示 

耐震診断・保存修理計画の策定 

石垣の経年変化の観察 

史跡内の発掘調査 

大久保家の追加指定についての意見具申 

大久保家 

磐田消防署と連携した 

 消火・放水訓練 

オルソ画像の浄書図面 
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案内看板・散策マップの作成 

展示の見直し 

昔の授業体験などのイベントの開催 

民間イベントへの協力 

沿革誌の整理 

「しずおか遺産」の活用 

デジタルコンテンツや広報、文化財だより、 

磐田 TV を利用した情報発信 

昔の授業体験

地元中学生の黒板アート 

沿革誌

写磐田TVでの情報発信の例 

(「しっぺいと踊ろう」） 
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整備基本計画策定準備 

 導線計画の作成 

 排水計画の作成 

 テニスコートの撤去 

本質的価値に関係しない管理棟・トイレ・ 

 防火水槽等の移設の検討 

 駐車場用地の確保 

 過去の整備で建設された施設の妥当性の検討 

昭和53年度環境整備工事 

（柵 竣工） 

北側擁壁の現況（西から） 
駐車場の現況 

テニスコート跡現況 北西より 
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案内マニュアルの作成 

勉強会などの研修の実施 

ボランティアの育成 

協議会等の見直し 

庁内関係各課や民間団体等の連携強化 

周辺地の所管換えの検討 

静岡文化芸術大学 

地域連携演習 

文化財課組織図 

文化財課

管理グループ 旧見付学校
旧赤松家記念館

調査グループ

歴史文書館

ボランティアによる運営補助 
竣工当時の本通り広場 

（昭和56年） 
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